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６
月
12
日
（
金
）
9
時
53
分
59
秒

（
日
本
標
準
時
）
に
、
ロ
ケ
ッ
ト
性
能

確
認
用
ペ
イ
ロ
ー
ド
及
び
小
型
副
衛

星
６
基
を
搭
載
し
た
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

６
号
機
が
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か

ら
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ

ト
は
計
画
ど
お
り
に
飛
行
し
、
す
べ

て
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
し
打
ち
上

げ
は
成
功
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
６
月
10
日
に
打
ち
上
げ
ら

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
天
候
の
悪
化
が

予
想
さ
れ
た
た
め
、
12
日
に
打
上
げ

日
が
再
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
打
ち
上

げ
当
日
は
、
町
指
定
の
見
学
場
所
に

１
０
９
４
人
の
方
が
訪
れ
、
打
上
げ
の

様
子
を
見
守
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
６
号
機
は
、
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

と
し
て
初
め
て
「
３
０
（
さ
ん
・
ぜ

ろ
）形
態
」で
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

３
０
形
態
と
は
、
機
体
に
取
り
付
け
る

固
体
ロ
ケ
ッ
ト
ブ
ー
ス
タ
ー
を
使
用

せ
ず
、
主
エ
ン
ジ
ン
だ
け
で
打
ち
上
げ

を
行
う
仕
様
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
比

較
的
小
型
の
人
工
衛
星
な
ど
を
効
率

よ
く
打
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、
打
ち

上
げ
コ
ス
ト
の
低
減
や
運
用
の
柔
軟

性
向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
進
み
、「
３
、

２
、１
、０
」
の
合
図
と
と
も
に
轟
音
が

響
き
渡
る
と
、
機
体
は
ゆ
っ
く
り
と
上

昇
。
青
空
へ
向
か
っ
て
一
直
線
に
飛
び

立
つ
姿
に
、会
場
か
ら
は
「
頑
張
れ
！
」

と
歓
声
が
上
が
り
、
大
き
な
拍
手
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
が
雲
の
向
こ

う
へ
姿
を
消
し
た
後
も
、
空
を
見
上
げ

そ
の
余
韻
を
楽
し
む
見
学
者
の
姿
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

Ｈ 3 ロケット 6 号機   30 形態で初の打ち上げ成功！Ｈ 3 ロケット 6 号機   30 形態で初の打ち上げ成功！祝

YouTubeYouTube
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６
月
10
日
（
水
）
町
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
熊
毛
地
区
大
会
選
手
団

の
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
小
園
裕
康
町
長
と
塩
釜

俊
朗
議
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
送
ら

れ
た
ほ
か
、
団
旗
と
し
て
町
旗
が
町

長
か
ら
日
髙
富
夫
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会

会
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
種
目
出
場
チ
ー
ム
紹
介
お
よ
び
大

会
に
向
け
て
の
抱
負
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。 県

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
熊

毛
地
区
大
会
選
手
団
結

団
式

天
童
よ
し
み
ト
ン
ミ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

　
　

　

６
月
14
日
（
日
）
種
子
島
こ
り
～
な

に
お
い
て
、
南
種
子
町
ト
ン
ミ
ー
大
使

を
務
め
る
天
童
よ
し
み
さ
ん
が
、
種
子

島
で
３
年
ぶ
り
と
な
る
「
ト
ン
ミ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
昼
・
夕
の
２
公
演
が
行
わ
れ
、
多

く
の
観
客
が
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

力
強
く
も
温
か
み
の
あ
る
歌
声
で
会

場
を
魅
了
し
た
天
童
さ
ん
は
代
表
曲
の

数
々
を
披
露
さ
れ
、
ま
た
、
軽
快
な
ト
ー

ク
を
交
え
な
が
ら
観
客
と
の
距
離
を
縮

め
、
会
場
は
笑
顔
と
拍
手
に
包
ま
れ
た

ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
終
盤
で
披
露
さ
れ
た「
種

子
島
カ
モ
ネ
音
頭
」
で
は
観
客
と
一
体

と
な
り
、
３
年
ぶ
り
の
再
会
を
喜
ぶ
大

き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

ト
ン
ミ
ー
大
使
と
し
て
南
種
子
町
を

応
援
し
て
く
だ
さ
る
天
童
さ
ん
。
島
へ

の
愛
情
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
は
、
訪
れ

た
人
た
ち
の
心
に
残
る
特
別
な
ス
テ
ー

ジ
と
な
り
ま
し
た
。

ト
ン
ミ
ー
大
使
を
委
嘱

し
ま
し
た

　

南
種
子
町
で
は
、
町
の
す
ば
ら
し
さ

を
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
町
の

発
展
の
た
め
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

い
た
だ
く
「
ト
ン
ミ
ー
大
使
」
の
制
度

を
平
成
４
年
に
制
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
14
人
の
方
に
ト
ン
ミ
ー
大
使

を
委
嘱
し
て
お
り
、
町
の
発
展
の
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
演
歌
歌
手
の
谷
龍

介
さ
ん
を
ト
ン
ミ
ー
大
使
と
し
て
委
嘱

し
、
６
月
15
日
（
月
）
に
委
嘱
状
交
付

式
を
行
い
ま
し
た
。
谷
さ
ん
は
、
令
和

６
年
に
開
催
さ
れ
た
第
46
回
ロ
ケ
ッ
ト

祭
の
ス
テ
ー
ジ
に
ご
出
演
い
た
だ
き
、

そ
の
後
も
本
町
で
定
期
的
に
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
な
ど
、
町
民

と
の
交
流
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

委
嘱
を
受
け
て
谷
さ
ん
は
、「
南
種

子
の
人
の
あ
た
た
か
さ
、
ぬ
く
も
り
は
、

大
好
き
だ
っ
た
祖
母
の
暮
ら
し
て
い
た

島
に
似
て
い
る
。「
南
種
子
は
第
二
の

ふ
る
さ
と
」
と
い
う
気
持
ち
で
、ロ
ケ
ッ

ト
の
勢
い
の
ご
と
く
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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小
学
校
給
食
費
に
つ
い
て

　

５
月
初
め
に
南
日
本
新
聞
に
掲
載

さ
れ
た
小
学
校
給
食
費
に
つ
い
て
、

南
種
子
町
５
１
０
０
円
と
の
記
載
が

あ
り
ま
し
た
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
、

掲
載
時
点
の
月
額
や
令
和
８
年
度
見

込
額
が
記
載
さ
れ
る
な
ど
の
ば
ら
つ

き
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
本
町
は
４
月

時
点
の
改
訂
前
の
金
額
が
掲
載
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

掲
載
時
点
で
既
に
本
町
に
お
い
て

も
令
和
８
年
度
給
食
費
の
改
訂
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
や

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
物
価
高
影

響
に
伴
う
給
食
費
値
上
げ
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
今
年
度
は
、
昨
年

度
と
比
較
し
て
３
０
０
円
高
い
月
額

５
４
０
０
円
に
正
式
決
定
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
で
は
、
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
南
種
子
産
ま
れ
の
黒
毛
姫
牛

を
町
単
独
事
業
と
し
て
通
年
で
毎
月

３
回
～
４
回
、
年
間
32
回
提
供
す
る

予
定
と
し
て
お
り
、
牛
肉
提
供
分
を

含
め
ま
す
と
、
月
額
５
９
０
０
円
ほ

ど
の
給
食
費
と
な
る
よ
う
で
あ
り
ま

す
。

　

次
に
、
パ
ン
給
食
の
提
供
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
、
渡
辺
パ
ン
か
ら
12

月
に
南
種
子
町
の
み
供
給
停
止
の
通

知
を
受
け
て
、
４
月
以
降
、
米
飯
給

食
の
み
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
給

食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
知
以
降
、
町

内
及
び
島
内
事
業
者
で
の
製
造
・
調

達
や
県
本
土
か
ら
の
「
冷
凍
パ
ン
」

購
入
の
方
法
、
市
販
か
ら
の
食
パ
ン

購
入
の
方
法
の
３
点
に
つ
い
て
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　
町
内
及
び
島
内
事
業
者
で
の
製
造
・

調
達
に
つ
い
て
は
、
給
食
提
供
分
の

パ
ン
を
製
造
す
る
た
め
の
新
た
な
機

械
購
入
や
製
造
に
携
わ
る
人
員
の
確

保
、
出
来
上
が
っ
た
パ
ン
を
保
管
す

る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
必
要
に
な
る

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、県
本
土
か
ら
の「
冷
凍
パ
ン
」

購
入
に
つ
い
て
は
、
本
土
か
ら
の
輸

送
費
が
掛
か
る
こ
と
や
新
た
に
保
管

用
の
冷
凍
庫
の
購
入
が
必
要
に
な
る

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

市
販
の
食
パ
ン
に
つ
い
て
は
、
島

外
製
造
の
食
パ
ン
を
町
内
店
舗
で
購

入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
購
入
経
費
や

納
入
の
方
法
な
ど
細
部
の
調
査
を
行

い
、
島
外
製
造
の
食
パ
ン
を
町
内
店

舗
か
ら
購
入
し
、
２
学
期
か
ら
の
提

供
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

令
和
７
年
度
南
種
子
町
繰
越
明
許
費
繰

越
計
算
書

　

物
価
高
騰
に
伴
う
生
活
者
支
援
給
付

金
事
業
（
第
２
弾
）
ほ
か
６
件
の
事
業

で
、
繰
越
額
の
確
定
に
伴
う
も
の
。

令
和
７
年
度
南
種
子
町
事
故
繰
越
し
繰

越
計
算
書

　

特
定
職
員
住
宅
補
修
事
業
ほ
か
３

件
の
事
業
で
、
繰
越
額
の
確
定
に
伴

う
も
の
。

令
和
７
年
度
南
種
子
町
継
続
費
繰
越
計

算
書

　
茎
南
小
校
舎
建
設
事
業
で
、
繰
越
額

の
確
定
に
伴
う
も
の
。

令
和
７
年
度
南
種
子
町
水
道
事
業
会
計

予
算
繰
越
計
算
書

　
令
和
７
年
度
生
活
基
盤
近
代
化
事
業

で
、
繰
越
額
の
確
定
に
伴
う
も
の
。

南
種
子
町
条
例
の
読
点
の
表
記
を
改
め

る
条
例
制
定
に
つ
い
て　

　

鹿
児
島
県
が
令
和
８
年
４
月
１
日

か
ら
読
点
の
表
記
を
改
め
た
こ
と
に

令
和
８
年
第
２
回　

町
議
会
定
例
会

　
令
和
８
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会
が
６
月
11
日
（
木
）
か
ら
19
日
（
金
）
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
、
行
政
報
告
や
一
般
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
の
議
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
報
告

報
告
案
件

条
例
案
件
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よ
り
、
本
町
も
県
に
準
じ
、
本
条
例

を
制
定
す
る
も
の
。

南
種
子
町
へ
き
地
学
校
教
職
員
住
宅
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
教
職
員
住

宅
を
一
般
住
宅
に
転
用
し
、
入
居
の

対
象
を
教
職
員
に
限
ら
ず
、
一
般
の

方
ま
で
広
げ
、
地
域
で
の
住
宅
確
保

を
目
的
と
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

国
が
定
め
る
介
護
保
険
法
施
行
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
。

南
種
子
町
一
般
住
宅
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　

老
朽
化
に
伴
う
一
般
住
宅
２
棟
の

解
体
撤
去
に
よ
る
除
却
と
、
教
職
員

住
宅
６
棟
の
一
般
住
宅
へ
の
転
用
の

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

南
種
子
町
名
誉
町
民
の
選
定
（
顕
彰
）

に
付
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
　

南
種
子
町
名
誉
町
民
の
選
定
（
顕

彰
）
に
付
き
同
意
を
求
め
る
も
の
で
、

柳
田
長
谷
男
氏
を
名
誉
町
民
と
し
て

の
顕
彰
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し

た
。

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て令
和
７
～
８
年
度
茎
南
小
校
舎
建
設

事
業
に
係
る
建
築
本
体
Ａ
工
区
と
建

築
本
体
Ｂ
工
区
の
変
更
契
約

令
和
８
年
度
南
種
子
町
一
般
会
計
補
正

予
算 （
第
２
号
）

　

キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
の
飼
料
費
や

宇
宙
ヶ
丘
公
園
駐
車
場
及
び
花
園

整
備
工
事
、
学
校
給
食
費
の
需
用

費
な
ど
に
要
す
る
費
用
が
主
な
も

の
で
、
１
５
７
０
万
円
を
追
加
し
、

79
億
３
５
１
０
万
円
と
す
る
も
の
。

令
和
８
年
度
南
種
子
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

地
域
介
護
予
防
活
動
支
援
事

業
の
補
助
金
の
増
が
主
な
も
の

で
、
32
万
８
千
円
を
増
額
し
、

６
億
８
９
３
２
万
８
千
円
と
す
る
も

の
。

令
和
８
年
度
南
種
子
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
共
済

組
合
負
担
金
の
増
が
主
な
も
の

で
、
64
万
１
千
円
を
追
加
し
、

１
億
２
２
６
４
万
円
と
す
る
も
の
。

令
和
８
年
度
南
種
子
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

令
和
８
年
４
月
１
日
付
人
事

異
動
に
伴
い
、
収
益
的
支
出
を

６
８
３
万
３
千
円
増
額
す
る
も
の
。

南
種
子
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
い
て

　

現
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
新

た
に
12
人
を
任
命
し
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　
中
峰
和
則
（
上
中
）、
砂
坂
浩
一
郎

（
西
之
）、
崎
田
善
昭
（
島
間
）、
浦
門

俊
伸
（
茎
永
）、久
保
田
力
雄
（
島
間
）、

牛
野
進
一
郎
（
西
海
）、
原
雅
喜
（
平

山
）、丸
塚
渡
（
長
谷
）、髙
田
真
盛
（
西

之
）、
坂
口
浩
一
（
上
中
）、
黒
木
り

か
（
西
之
）、
上
妻
亜
紀
（
下
中
）　

予
算
案
件

人
事
案
件

事
件
案
件
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町
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務

一
般
事
務
【
社
会
人
】
※

※
令
和
８
年
度
採
用
予
定

土
木
：
若
干
名

建
築
：
若
干
名

保
健
師
：
若
干
名

消
防
史
員
：
３
名
程
度

◆
受
験
資
格

●
一
般
事
務

平
成
９
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

●
一
般
事
務
【
社
会
人
】
※

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

※
令
和
８
年
度
採
用
予
定

●
土
木

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

●
建
築

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
も
の
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ

く
大
学
、
短
期
大
学
な
ど
、
ま
た
は

高
等
学
校
で
「
建
築
」
に
関
す
る
専

門
の
課
程
を
終
了
し
た
者
。（
令
和
９

年
３
月
31
日
ま
で
に
終
了
見
込
み
の

者
を
含
む
。）

●
保
健
師

保
健
師
の
資
格
を
有
す
る
者
ま
た

は
令
和
８
年
度
の
試
験
に
お
い
て
資

格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

●
消
防
史
員
（
救
急
救
命
士
）

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
次
の
ア
、
イ
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
者
。

ア
．
救
急
救
命
士
の
資
格
を
有
す
る

者
又
は
令
和
８
年
度
の
試
験
に
お
い

て
資
格
を
取
得
見
込
み
の
者
。

イ
．
普
通
自
動
車
免
許
（
オ
ー
ト
マ

チ
ッ
ク
車
限
定
不
可
）
の
免
許
を
取

得
し
て
い
る
者
又
は
採
用
の
日
ま
で

に
同
免
許
を
取
得
で
き
る
者
。

●
消
防
史
員
（
一
般
消
防
史
員
）

平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者
で
、
普
通
自
動
車
免
許
（
オ
ー

ト
マ
チ
ッ
ク
車
限
定
不
可
）
の
免
許

を
取
得
し
て
い
る
者
又
は
採
用
の
日

ま
で
に
同
免
許
を
取
得
で
き
る
者
。

●
各
職
種
共
通

・
日
本
国
籍
を
有
す
る
者
。

・
採
用
後
の
住
所
要
件

南
種
子
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
。

た
だ
し
、
今
回
に
限
り
現
在
の
南
種

子
町
内
の
住
宅
事
情
を
鑑
み
、
や
む

を
得
ず
例
外
と
し
て
通
勤
可
能
な
範

囲
で
の
町
外
へ
の
居
住
を
認
め
、
採

用
後
住
宅
事
情
に
改
善
が
図
ら
れ
た

時
は
、
町
内
に
居
住
す
る
よ
う
に
努

め
る
こ
と
と
す
る
。

◆
試
験
の
方
法

●
１
次
試
験

・
教
養
試
験

・
総
合
検
査

・
専
門
試
験
（
土
木
の
み
）

●
２
次
試
験

・
面
接
試
験

・
体
力
試
験
（
消
防
史
員
の
み
）

◆
試
験
日
時
お
よ
び
会
場

●
１
次
試
験

９
月
20
日
（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
20
分　
受
付
開
始

　
南
種
子
町
役
場
（
研
修
セ
ン
タ
ー
）

　
鹿
児
島
県
市
町
村
自
治
会
館

　
（
鹿
児
島
市
）

●
２
次
試
験

10
月
25
日
（
日
）
予
定

南
種
子
町
役
場
（
研
修
セ
ン
タ
ー
）

◆
提
出
書
類

①
受
験
申
込
書
・
履
歴
書
（
所
定
の

用
紙
を
使
用
）

②
最
終
学
歴
の
卒
業
証
明
書
ま
た
は

卒
業
見
込
証
明
書

③
免
許
証
な
ど
の
写
し
（
資
格
を
必

要
と
す
る
職
種
の
み
）

※
受
験
申
込
書
は
、
役
場
で
直
接
受

領
す
る
か
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
票
に
つ
い
て

申
込
書
を
受
理
し
た
際
は
、
申
込

者
に
対
し
受
験
票
を
交
付
し
ま
す
。

受
験
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
受
験
票

が
届
か
な
い
場
合
は
、
必
ず
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

７
月
１
日
（
水
）
～

８
月
14
日
（
金
）（
必
着
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
日
祝
日
を
除
く
。

◆
受
付
場
所

総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

◆
採
用
時
期

こ
の
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
令

和
８
年
度
採
用
予
定
の
一
般
事
務
【
社

会
人
】
を
除
き
、
令
和
９
年
４
月
１

日
を
採
用
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
書
送
付
先

〒
８
９
１-

３
７
９
２

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町

　
　
　
　
中
之
上
２
７
９
３
番
地
１

　
南
種
子
町
役
場
総
務
課　
行
政
係

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
０
４
）

５
名
程
度

申し込みフォーム申し込みフォーム
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行政トピックス

会
計
年
度
任
用
職
員
（
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
）
募
集
に
つ
い
て

◆
試
験
日
程
お
よ
び
会
場

　
７
月
21
日
（
火
）　
南
種
子
町
役
場

◆
採
用
予
定
職
種
お
よ
び
人
員
な
ど

　
下
記
別
表
を
参
照
。

◆
試
験
種
目
・
内
容

・
作
文
試
験
・
面
接
試
験
（
個
別
面
接
）

◆
合
格
発
表

　
８
月
上
旬
（
予
定
）

　
※
合
否
通
知
は
郵
送
で
行
い
ま
す
。

◆
受
験
申
込
受
付
に
つ
い
て

①
受
付
期
間

　
７
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
７
月
13
日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

　
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

②
受
付
場
所

　
総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

③
提
出
す
る
書
類

 

・
受
験
申
込
書
お
よ
び
履
歴
書

　
（
各
１
部
。
所
定
の
用
紙
を
使
用
）

 

・
免
許
証
な
ど
の
写
し

　
（
資
格
が
必
要
な
職
種
の
み
）

※
受
験
申
込
書
は
、
申
込
書
を
役
場

で
直
接
受
領
す
る
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま

た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
票
に
つ
い
て

　

受
験
票
は
、
申
込
受
付
締
切
後
に

郵
送
し
ま
す
。
受
験
日
の
前
日
ま
で

に
受
験
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
合
格
か
ら
採
用
ま
で

　

合
格
者
は
令
和
８
年
９
月
採
用
予

定
で
す
。
た
だ
し
、
８
月
中
の
採
用

を
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。（
原
則
、
採
用
後
１
ヵ
月
間

は
条
件
付
き
採
用
期
間
）
な
お
、
受

験
資
格
が
な
い
こ
と
、
又
は
申
込
書

の
記
載
事
項
が
正
し
く
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
場
合
は
合
格
を
取
り
消
し

ま
す
。

◆
採
用
後
の
住
所
要
件

　

南
種
子
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
。

た
だ
し
今
回
に
限
り
、
現
在
の
南
種

子
町
内
の
住
宅
事
情
を
鑑
み
、
や
む

を
得
ず
例
外
と
し
て
通
勤
可
能
な
範

囲
で
の
町
外
へ
の
居
住
を
認
め
、
採

用
後
住
宅
事
情
に
改
善
が
図
ら
れ
た

時
は
、
町
内
に
居
住
す
る
よ
う
努
め

る
こ
と
と
す
る
。

◆
休
暇

　
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課　
行
政
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
０
４
）

採用職種
受験資格

採用人員
給料月額など（令和 8 年度時点）

職務内容 初任給 上限

学校司書
司書又は司書教諭の資格を有する者
原動機付自転車免許又は普通自動車免許を有する者

1 名 195,800 円 237,600 円
学校図書館の運営、図書資料の収集・管理、児童生
徒の読書活動支援

保健師
保健師の資格を有する者

若干名 244,700 円 271,900 円
保健指導などに関する事務

保育士
（あおぞら保育園）

保育士の資格を有する者
若干名 206,700 円 251,700 円

保育の専門的な業務

●任用時の給料月額は初任給額となります。ただし、学歴や従前に臨時・嘱託職員又は専門職で国、他市町村及び民間企業で、
その免許資格を必要とする職務にその経験が直接役立つと認められる職務に従事していた場合は、経験年数により給料額
が上限額まで加算されます。
●諸手当（通勤手当、期末手当、勤勉手当、退職手当）がそれぞれの条件に応じて支給されます。

受
験
申
込
書
の
送
付
先

  

〒
８
９
１ ｰ 

３
７
９
２

   

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町

　

中
之
上
２
７
９
３ 

番
地
１

　
　

南
種
子
町
役
場

　
　

総
務
課　

行
政
係

申し込みフォーム申し込みフォーム
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◆
試
験
日
程
お
よ
び
会
場

　
７
月
21
日
（
火
）　
南
種
子
町
役
場

◆
採
用
予
定
職
種
お
よ
び
人
員
な
ど

　
下
記
別
表
を
参
照
。

◆
試
験
種
目
・
内
容

 

・作
文
試
験・面
接
試
験
（
個
別
面
接
）

◆
合
格
発
表

　
８
月
上
旬
（
予
定
）

　
※
合
否
通
知
は
郵
送
で
行
い
ま
す
。

◆
受
験
申
込
受
付
に
つ
い
て

①
受
付
期
間

　
7
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
7
月
13
日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

　
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

②
受
付
場
所

　
総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

③
提
出
す
る
書
類

 

・
受
験
申
込
書
お
よ
び
履
歴
書

　
（
各
１
部
。
所
定
の
用
紙
を
使
用
）

・
免
許
証
な
ど
の
写
し

　
（
資
格
が
必
要
な
職
種
の
み
）

 

※
受
験
申
込
書
は
、
申
込
書
を
役
場

で
直
接
受
領
す
る
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
受
験
票
に
つ
い
て

　

受
験
票
は
、
申
込
受
付
締
切
後
に

郵
送
し
ま
す
。
受
験
日
の
前
日
ま
で

に
受
験
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
合
格
か
ら
採
用
ま
で

　

合
格
者
は
令
和
８
年
９
月
採
用
予

定
で
す
。（
原
則
、
採
用
後
１
ヵ
月
間

は
条
件
付
き
採
用
期
間
）
な
お
、
受

験
資
格
が
な
い
こ
と
、
又
は
申
込
書

の
記
載
事
項
が
正
し
く
な
い
こ
と
が

判
明
し
た
場
合
は
合
格
を
取
り
消
し

ま
す
。

◆
採
用
後
の
住
所
要
件

　

南
種
子
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
。

た
だ
し
今
回
に
限
っ
て
は
、
現
在
の

南
種
子
町
内
の
住
宅
事
情
を
鑑
み
、

や
む
を
得
ず
例
外
と
し
て
通
勤
可
能

な
範
囲
で
の
町
外
へ
の
居
住
を
認
め
、

採
用
後
住
宅
事
情
に
改
善
が
図
ら
れ

た
時
は
、
町
内
に
居
住
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
と
す
る
。

◆
休
暇

　
年
次
有
給
休
暇
、
特
別
休
暇
な
ど

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課　
行
政
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
０
４
）

障
害
者
を
対
象
と
す
る
会
計
年
度
任
用
職
員
（
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
）
募
集
に
つ
い
て

採用職種
受験資格

採用人員
給料月額等

職務内容 初任給 上限

一般事務
特になし

若干名 195,800 円 219,400 円
一般的な行政の補助事務

学校司書
司書又は司書教諭の資格を有する者
原動機付自転車免許又は普通自動車免許を有する
者

1 名 195,800 円 237,600 円

保健師 保健師の資格を有する者 若干名 244,700 円 271,900 円
保健指導などに関する業務

保育士
保育士の資格を有する者

若干名 206,700 円 251,700 円
保育の専門的な業務

●最終合格後、受験資格に該当しないことが明らかになった場合には、合格は取消しとなります。
 ●次に掲げる手帳などのうち、いずれかの交付を受けている者
　※ 手帳などは、受験申込日及び受験日当日において有効であることが必要
　ア 身体障害者福祉法第 15 条に規定する身体障害者手帳 ( 注 )1
　イ 都道府県知事又は政令指定都市市長が交付する療育手帳 ( 注 )2
　ウ 精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第 45 条に規定する精神障害者保健福祉手帳
　（注 )1 以下の診断書などの交付を受けている者も可
　( ア ) 身体障害者福祉法第 15 条の規定により都道府県知事の定める医師が、当該都道府県において同条の申請に用いられ
　　　る様式により作成した、障害の種類及び程度並びに障害者の雇用の促進などに関する法律別表に掲げる障害に該当す
　　　る旨が記載された診断書・意見書
　( イ ) 産業医による ( ア ) に準ずる診断書・意見書（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう若しくは直腸、小腸、ヒト免疫不全
　      ウイルスによる免疫又は肝臓の機能の障害に係るものを除く。）
　（注 )2 児童相談所、知的障害者更生相談所、精神保健福祉センター、精神保健指定医若しくは地域障害者職業センターに
　        よる知的障害者であることの判定書の交付を受けている者も可。
●任用時の給料月額は初任給額となります。ただし、学歴や従前に臨時・嘱託職員又は専門職で国、他市町村及び民間企業で、
その免許資格を必要とする職務にその経験が直接役立つと認められる職務に従事していた場合は、経験年数により給料額が上
限額まで加算されます。
●諸手当（通勤手当、期末手当、勤勉手当、退職手当）がそれぞれの条件に応じて支給されます。

受験申込書の送付先
    〒８９１ ｰ ３７９２
    鹿児島県熊毛郡南種子町
　中之上２７９３ 番地１
   南種子町役場　総務課 行政係

申し込みフォーム申し込みフォーム
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行政トピックス

　「企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）」とは、国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェ
クトに対して企業が寄附を行った場合に、法人関係税から最大で寄附額の約 9 割の税額控除が受けら
れる制度です。また、地域振興や SDG ｓの達成など社会貢献を通じた企業の PR、南種子町とのパー
トナーシップ構築などのメリットがあります。ぜひ、「南種子町」を応援いただける企業の皆様のご支
援をお待ちしております。
※企業版ふるさと納税については、町外に本社がある企業であることや一口 10 万円以上のご寄附が
対象であるなど一定の要件がありますので、詳しく知りたい方はお問い合わせください。
◆南種子町が実施する 4 つの地方創生プロジェクト（寄附対象事業）◆

　南種子町では下記 4 つの事業に対する寄附を受け付けています。

    ① 安定した雇用を創出する事業：新規就農総合支援事業、雇用機会拡充事業など

    ② 新しいひとの流れをつくる事業：種子島ロケットコンテスト支援事業、移住定住促進補助事業など

    ③ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる事業：結婚祝金支給事業、子ども医療費助成事業など

　④ 住み慣れた地域で、安心して暮らせる、支え合い体制づくり事業：介護員養成研修運営補助事業、南種子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  町電子地域通貨カード活用事業など

◆令和 7 年度南種子町企業版ふるさと納税寄附実績◆
　令和 7 年度に企業版ふるさと納税として多くの企業様からご寄附を賜りましたので紹介します。企業の皆様の

温かいご支援に心より感謝を申し上げます。

　令和 7 年度寄附額合計・・・３，９５０，０００円　　　　町ホームページにも掲載しています　➡

企業版ふるさと納税（ 地方創生応援税制） について

※寄附額については公表をご希望された企業様のみ掲載。（敬称略・事業別寄附申出順）

企　業　名 所　在　地 寄附金額 寄附対象
事　　業

寄附充当
事　　業

株式会社南九 鹿児島県鹿屋市 500,000 円
①安定した
雇用を創出
する事業

雇用機会拡
充事業

宇宙技術開発株式会社 東京都中野区　 非公表
②新しいひ
との流れを
つくる事業

種子島ロ
ケットコン
テスト大会
支援事業

株式会社コスモテック 東京都千代田区　 非公表 ②新しいひ
との流れを
つくる事業

第 47 回ロ
ケット祭（打
ち上げ花火）

麻生補聴器ホールディングス株式会
社

福岡県筑紫野市 非公表

株式会社 IHI エアロスペース 群馬県富岡市 非公表

麻生補聴器ホールディングス株式会
社

福岡県筑紫野市 非公表
②新しいひ
との流れを
つくる事業

肝付町交流
事業

株式会社リスペクト 滋賀県大津市 非公表
②新しいひ
との流れを
つくる事業

インターン
シップ事業

 ◆問い合わせ先◆　役場企画課観光まちづくり係　☎２６－１１１１（内線１７３・１７４）
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５
月
17
日
（
日
）、
24
日
（
日
）
に
、

島
内
各
会
場
で
種
子
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
競
技
別
交
歓
大
会
（
夏
季
大
会
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
５
月
17
日
）】

　
準
優
勝　
春
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
柔
道
（
５
月
17
日
）】

団
体
戦

Ａ
ラ
ン
ク　
２
位　
南
種
子
柔
道
Ａ

Ｃ
ラ
ン
ク　
優
勝　
南
種
子
柔
道
Ｂ

個
人
戦

幼
児
・
１
年
生
の
部

　
優
勝　
長
田　
浩
翔
（
南
種
子
柔
道
）

２
年
生
の
部

　
２
位　
西
田　
藍
音
（
南
種
子
柔
道
）

３
年
生
の
部

　
２
位　
日
髙　
美
心
（
南
種
子
柔
道
）

６
年
生
の
部

　
優
勝　
柳
田　
大
陽
（
南
種
子
柔
道
）

　
２
位　
長
田　
美
心
（
南
種
子
柔
道
）

【
剣
道
（
５
月
17
日
）】

団
体
戦

　
優
勝　
南
翔
剣
道

個
人
戦

小
学
生

２
年
生
男
子
の
部

　
３
位　
大
川　
瞬
也
（
南
翔
）

　
３
位　
大
平　
甫
（
南
翔
）

４
年
生
男
子
の
部

　
２
位　
小
田　
敦
斗
（
南
翔
）

４
年
生
女
子
の
部

　
優
勝　
村
上　
詠
美
（
南
翔
）

５・６
年
生
女
子
の
部

　
優
勝　
小
田　
妃
菜
乃
（
南
翔
）

　
２
位　
中
村　
美
波
（
南
翔
）

　
３
位　
大
川　
夏
愛
（
南
翔
）

　
３
位　
牧
瀬　
桃
花
（
島
間
）

中
学
生

女
子
の
部

　
２
位　
立
石　
真
優
希
（
島
間
）

　
３
位　
中
村　
明
莉
（
南
翔
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
５
月
24
日
）】

 

混
成
の
部

　

優
勝　

中
平
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

　
　
　
　

　
５
月
16
日
（
土
）
に
鹿
児
島
市
に
て
令

和
８
年
度
鹿
児
島
県
中
学
校
柔
道
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
結
果
】（
敬
称
略
）

女
子
団
体
戦

　
３
位　
南
種
子
柔
道
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
歓
大
会

ス ポ ー ツ 大 会 の 結 果

鹿
児
島
県
中
学
校
柔
道
大
会

島間剣友会島間剣友会 南翔剣道南翔剣道
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５
月
28
日
（
木
）、
29
日
（
金
）
に

鹿
児
島
市
で
鹿
児
島
県
高
等
学
校
柔
道
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
実
業
高
校
２
年
生
の
長
田
怜

翔
さ
ん
（
上
中
）
が
男
子
個
人
66
㎏
級

で
３
位
、
鹿
児
島
南
高
校
２
年
の
山
田

真
咲
さ
ん
（
長
谷
）
が
団
体
戦
に
中
堅

と
し
て
出
場
し
２
位
、
女
子
個
人
57
㎏

級
で
２
位
と
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
両
名
と
も
に
練
習
に
励
み
、
今
後
さ
ら

に
飛
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

【
結
果
】（
敬
称
略
）

団
体
戦
女
子　
２
位　
鹿
児
島
南
高
校

　
　
　
　
　
　
　
（
中
堅 

山
田　
真
咲
）

個
人
戦

男
子
66
㎏
級　
３
位　
長
田　
怜
翔

（
鹿
児
島
実
業
高
校
２
年
）

女
子
57
㎏
級　
２
位　
山
田　
真
咲

（
鹿
児
島
南
高
校
２
年
）

　
５
月
22
日
（
金
）
か
ら
25
日
（
月
）
の

４
日
間
、
鹿
児
島
市
の
白
波
ス
タ
ジ
ア
ム

に
て
第
79
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校
陸
上
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
種
子
島
中
央
高
校

３
年
生
の
鮫
島
優
磨
さ
ん
（
西
之
）
が
ハ

ン
マ
ー
投
げ
に
出
場
し
、
見
事
優
勝
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、６
月
12
日（
金
）か
ら
15
日（
月
）

の
４
日
間
、
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
第
79

回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会
南
九
州
地
区
予
選
大
会
に
お
い
て

も
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
鮫
島
さ
ん
は
、
７
月
30
日

（
木
）
か
ら
８
月
５
日
（
水
）
に
滋
賀
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
（
第
79
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技

対
校
選
手
権
大
会
）
に
出
場
し
ま
す
。

　

５
月
30
日
（
土
）
と
５
月
31
日
（
日
）

に
宮
崎
県
串
間
市
恋
ヶ
浦
ビ
ー
チ
で
開
催

さ
れ
た
、日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
主
催
の
、

全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権
大
会
鹿
児
島

支
部
予
選
に
お
い
て
、
５
人
の
選
手
が
入

賞
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
で
優
勝
し

た
田
﨑
巧
馬
さ
ん
、
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス
２

位
の
佐
藤
勝
さ
ん
、
ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
マ
ス

タ
ー
ク
ラ
ス
で
優
勝
し
た
松
山
理
恵
さ
ん

は
、
10
月
に
福
島
県
で
開
催
さ
れ
る
全
日

本
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手
権
へ
の
出
場
権
を
手

に
し
ま
し
た
。

【
結
果
】（
敬
称
略
）

キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス

　
優
勝　
田
﨑　
巧
馬

ボ
ー
イ
ズ
ク
ラ
ス

　
４
位　
綠
川　
大
輝

メ
ン
ク
ラ
ス

　
２
位　
山
田　
祐
太
朗

マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス

　
２
位　
佐
藤　
勝

ボ
デ
ィ
ボ
ー
ド
マ
ス
タ
ー
ク
ラ
ス

　
優
勝　
松
山　
理
恵

　

５
月
30
日
（
土
）
か
ら
31
日
（
日
）

の
２
日
間
、
鹿
児
島
市
の
白
波
ス
タ
ジ

ア
ム
に
て
第
43
回
南
日
本
中
学
生
陸
上

競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
結
果
】（
敬
称
略
）

女
子
１
年
８
０
０
㍍

　
３
位　
古
市　
琥
珀
（
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

Ｎ
Ｓ
Ａ
全
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
選
手

権
大
会 

鹿
児
島
支
部
予
選

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

　
　
　
鹿
児
島
予
選（
柔
道
競
技
）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
鹿

児
島
予
選
及
び
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
南
九
州
地
区
予
選
大

会
（
陸
上
競
技
））

第
43
回
南
日
本
中
学
生

　
　
　
　
　
　
陸
上
競
技
大
会古市　琥珀選手（左から 3 人目）古市　琥珀選手（左から 3 人目）

ス ポ ー ツ 大 会 の 結 果

写真は鹿児島県予選のもの写真は鹿児島県予選のもの
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５
月
23
日
（
土
）、
鹿
児
島
市
で
開

催
さ
れ
た
令
和
８
年
度
鹿
児
島
県
小
学

生
学
年
別
柔
道
大
会
で
、
南
種
子
柔
道

ク
ラ
ブ
小
学
６
年
生
の
柳
田
大
陽
さ
ん

が
６
年
男
子
＋
50
㎏
級
で
見
事
３
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
入
賞
し
た
柳
田
大
陽
さ
ん
は
、
７
月

に
熊
本
県
山
鹿
市
で
開
催
さ
れ
る
第
44

回
九
州
少
年
柔
道
大
会
へ
鹿
児
島
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
大
会
に
向
け

て
練
習
に
励
み
、
夏
の
大
会
で
の
さ
ら

な
る
飛
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

【
結
果
】（
敬
称
略
）

個
人
戦

小
学
６
年
生
男
子

　
　
　
＋
50
㎏　
３
位　
柳
田　
大
陽

　

６
月
７
日
（
日
）、
鹿
屋
市
で
開
催

さ
れ
た
第
21
回
鹿
児
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
柔

道
体
重
別
選
手
権
大
会
で
、
鹿
児
島
南

高
校
２
年
生
の
山
田
真
咲
さ
ん
（
長
谷
）

が
女
子
57
㎏
級
で
見
事
優
勝
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
優
勝
し
た
山
田
さ
ん
は
、
７
月
に
福

岡
県
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
る
第
28
回
九

州
女
子
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
体
重
別
選
手
権

大
会
へ
出
場
し
ま
す
。

【
結
果
】

個
人
戦
（
敬
称
略
）

女
子
57
㎏
級　
優
勝　
山
田　
真
咲

（
鹿
児
島
南
高
校
２
年
）

令
和
８
年
度
鹿
児
島
県
小
学
生

　
　
　
　
　
　
学
年
別
柔
道
大
会

第
21
回
鹿
児
島
県
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道

　
　
　
　
　
体
重
別
選
手
権
大
会

　

18
歳
未
満
の
児
童
を
対
象
に
、
鹿

児
島
中
央
児
童
相
談
所
に
よ
る
児
童

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
予
約
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、７
月
24
日
（
金
）

ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
実
施
日

　
８
月
26
日
（
水
）
～
８
月
28
日
（
金
）

◆
実
施
場
所

　
南
種
子
町
・
中
種
子
町
・
西
之
表
市

◆
相
談
内
容

【
養
護
相
談
】

　

保
護
者
の
家
出
・
死
亡
・
離
婚
・

入
院
・
棄
児
な
ど
、
家
庭
環
境
上
問

題
を
有
す
る
児
童
お
よ
び
里
親
・
養

子
縁
組
に
関
す
る
こ
と
。

【
保
健
相
談
】

　

未
熟
児
・
虚
弱
児
・
小
児
喘
息
・

そ
の
他
の
疾
患
を
有
す
る
児
童
に
関

す
る
こ
と
。

【
育
成
相
談
】

　
性
格
行
動
（
反
抗
・
家
庭
内
暴
力
な

ど
性
格
上
の
問
題
）、適
正
（
進
学
適
正・

学
業
不
振
・
職
業
適
性
）、
し
つ
け
（
家

庭
内
に
お
け
る
幼
児
の
し
つ
け
・
遊

び
）、
不
登
校
の
児
童
に
関
す
る
こ
と
。

【
障
害
相
談
】

　

知
的
障
害
、
肢
体
不
自
由
、
言
語

障
害
、視
聴
覚
障
害
、重
症
心
身
障
害
、

自
閉
症
の
児
童
に
関
す
る
こ
と
。

【
ぐ
犯
行
為
・
触
法
行
為
な
ど
の
相
談
】

　

家
出
・
乱
暴
・
性
的
逸
脱
な
ど
の

ぐ
犯
行
為
や
問
題
行
動
の
あ
る
児
童
、

盗
み
・
傷
害
・
放
火
・
シ
ン
ナ
ー
遊

び
な
ど
で
、
警
察
か
ら
通
告
の
あ
っ

た
児
童
に
関
す
る
こ
と
。

【
そ
の
他
の
相
談
】

　

療
育
手
帳
の
（
再
）
判
定
、
特
別

児
童
扶
養
手
当
な
ど
の
診
断
に
関
す

る
こ
と
な
ど
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
３
日
間
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
希
望
者
数
や
天

候
な
ど
に
よ
り
２
日
間
に
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、相
談
日
、

時
間
に
つ
い
て
は
、
ご
希
望
に
添
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
福
祉
課　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
４
）

鹿
児
島
中
央
児
童
相
談
所
巡
回
相
談
の
実
施
に
つ
い
て

ス ポ ー ツ 大 会 の 結 果

山田　真咲選手（前列右から 2 人目）山田　真咲選手（前列右から 2 人目）
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知
的
障
害
の
あ
る
方
の
一
般
就
労

は
、
本
人
の
力
だ
け
で
な
く
、
企
業
側

の
理
解
と
適
切
な
配
慮
に
よ
っ
て
大
き

く
広
が
り
ま
す
。
障
害
特
性
は
一
人
ひ

と
り
異
な
り
、
外
見
か
ら
は
分
か
り
に

く
い
場
合
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
ま
ず
大
切
な
の
は
「
ど
の
よ
う
な

特
性
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
配
慮
が
あ

れ
ば
力
を
発
揮
で
き
る
の
か
」
を
丁
寧

に
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
障
害
の
あ
る

方
の
雇
用
に
関
し
て
は
次
の
ポ
イ
ン
ト

を
意
識
す
る
こ
と
が
、
作
業
の
習
得
と

定
着
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
・
・
・

わ
か
り
や
す
い
教
え
方

●
実
際
に
や
り
方
を
し
め
す

　
言
葉
だ
け
で
な
く
、
手
本
を
見
せ
る

こ
と
で
理
解
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
簡
潔
で
具
体
的
な
説
明
を
加

え
る
と
効
果
的
で
す
。

●
一
緒
に
や
っ
て
み
る
、
１
人
で
や
っ

て
み
る

　

段
階
的
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
こ
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
作
業
の

習
得
が
進
み
ま
す
。

●
そ
の
場
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る

　
正
し
く
で
き
た
場
合
は
す
ぐ
に
褒
め

る
こ
と
で
自
信
に
つ
な
が
り
ま
す
。
間

違
い
が
あ
っ
た
場
合
も
、
そ
の
場
で
ど

こ
が
違
う
の
か
を
具
体
的
に
伝
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

●
理
解
の
確
認
を
行
う

　
分
か
ら
な
く
て
も
「
は
い
」
と
返
事

を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
本

人
に
手
順
を
説
明
し
て
も
ら
う
、
実
際

の
行
動
を
確
認
す
る
な
ど
、
理
解
で
き

て
い
る
か
を
丁
寧
に
み
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
関
わ
り
を
積
み
重
ね
る

こ
と
で
、
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ
く

り
と
、
安
定
し
た
就
労
に
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
う
し
た
就
労
を
支
え
る
機
関
と

し
て
、
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
障
害
の
あ
る
方
の
就
職
に
向
け
た

相
談
や
職
場
定
着
の
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
企
業
に
対
し
て
も
障
害
特
性
の

理
解
や
具
体
的
な
配
慮
方
法
に
つ
い
て

助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
採
用
前
の
相

談
か
ら
就
職
後
の
定
着
支
援
ま
で
一
貫

し
て
関
わ
る
こ
と
で
、
企
業
と
本
人
の

双
方
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
支
え
て
い
ま
す
。
企
業
に

と
っ
て
も
、
多
様
な
人
材
の
活
躍
は
組

織
の
力
を
高
め
る
大
き
な
機
会
で
す
。

障
害
の
あ
る
方
が
安
心
し
て
働
け
る

環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
人
材
確
保
や

職
場
の
定
着
率
向
上
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
相
互
理
解
を
深
め
、
で
き
る
こ
と

に
目
を
向
け
る
こ
と
が
、
共
に
働
く
第

一
歩
で
す
。
地
域
全
体
で
支
え
合
い
な

が
ら
、
多
様
な
働
き
方
が
広
が
る
社
会

を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

文
責
：
く
ま
げ
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー　
鎌
田
直
子

☎
㉘
３
４
４
５

共
に
働
く
た
め
に
大
切
な
こ
と

～
知
的
障
害
の
あ
る
方
へ
の
理

解
と
配
慮
～

　
自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

【
問
い
合
わ
せ
】

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　 

　
　
☎
㉘
３
６
３
３

　

国
で
は
７
月
28
日
の
「
日
本
肝
炎

デ
ー
」
を
挟
む
令
和
８
年
７
月
27
日

（
月
）
か
ら
８
月
２
日
（
日
）
を
「
肝

臓
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

西
之
表
保
健
所
で
は
、
肝
炎
ウ
ィ

ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

を
対
象
に
、
７
月
28
日
（
火
）
17
時

か
ら
19
時
ま
で
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無

料
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
検
査
を
ご

希
望
の
方
は
、
７
月
27
日
（
月
）
午

後
５
時
15
分
ま
で
に
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
。

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
治
療
を
し
な

け
れ
ば
肝
硬
変
、
肝
が
ん
な
ど
へ
と

重
症
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
病
気
で

す
。
早
期
発
見
・
治
療
の
た
め
に
早

め
に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

肝
臓
週
間
以
外
に
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
西
之
表
保
健
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

西
之
表
保
健
所
☎
㉒
０
０
１
８　

「
肝
臓
週
間
」
に
つ
い
て
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◆
令
和
８
年
度
サ
ロ
ン
リ
ー

◆
令
和
８
年
度
サ
ロ
ン
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
◆

ダ
ー
研
修
会
◆

　

５
月
14
日
（
木
）
に
町
内
の
各

サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
を
対
象
に
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
誰
も
が
気
に
な
る

「
も
の
忘
れ
」
を
予
防
し
、
い
つ
ま

で
も
元
気
で
健
康
に
過
ご
せ
る
よ

う
に
、
公
文
学
習
療
養
セ
ン
タ
ー
・

エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
伊
藤
氏

を
お
招
き
し
「
脳
が
目
覚
め
る
健

康
講
座
」を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
、

脳
の
血
流
を
よ
く
す
る
た
め
に
、

脳
を
使
う
生
活
習
慣
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
具
体

的
に
は
、
①
簡
単
な
計
算
を
テ
ン

ポ
よ
く
解
い
た
り
、
音
読
を
し
た

り
し
て
脳
を
使
う
。
②
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
多
く
と
る
。

③
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
意

識
し
て
摂
る
。
④
体
を
動
か
す
習

慣
（
特
に
有
酸
素
運
動
が
良
い
）

を
つ
け
る
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

後
半
は
、
サ
ロ
ン
活
動
の
中
で

の
見
守
り
に
つ
い
て
、
県
社
会
福

祉
協
議
会
の
鶴
田
氏
に
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
ロ
ン
活
動

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お

互
い
の
安
否
確
認
や
孤
立
・
閉
じ

こ
も
り
を
防
ぎ
ま
す
。
仲
間
同
士

で
お
互
い
の
こ
と
を
気
に
か
け
あ

う
こ
と
で
、
見
守
り
効
果
が
あ
る

こ
と
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

次
年
度
も
サ
ロ
ン
活
動
の
参
考

に
な
る
研
修
会
を
開
催
し
て
い
く

予
定
で
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

　
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
の
開
催
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

〈
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
２
０
２
６
日
程
〉

●
宇
宙
ヶ
丘
公
園
‥
‥
11
月
21
日(

土)

、

11
月
22
日(

日)

17
時
30
分
～
21
時
30
分

(

予
定)

●
ス
ー
パ
ー
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
星
の
洞
窟

12
月
5
日(

土)

22
時
10
分
～
23
時
20
分
、

12
月
6
日(

日)

22
時
40
分~

23
時
50
分

　
今
年
も
種
子
島
な
ら
で
は
の
特
別
な
時

間
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

　

芸
術
祭
を
「
見
る
側
」
で
は
な
く
「
つ

く
る
側
」
と
し
て
参
加
し
み
ま
せ
ん
か
？

ア
ー
ト
や
音
楽
、
人
と
の
出
会
い
を
つ
な

ぐ
特
別
な
時
間
を
一
緒
に
育
て
て
く
だ
さ

る
仲
間
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
情
報
は
随
時
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
信

い
た
し
ま
す
。

　
年
間
通
し
て
宇
宙
芸
術
祭
の
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。「
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
」「
芸
術

祭
っ
て
面
白
そ
う
」「
ア
ー
ト
や
音
楽
が
好

き
」
そ
ん
な
気
持
ち
が
あ
れ
ば
大
歓
迎
で

す
。
は
じ
め
て
の
方
も
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
参

加
方
法
】

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
よ
り
ご

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

① 

氏
名
（
漢
字
フ
ル
ネ
ー
ム
）
の
登
録

② 

登
録
後
は
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
内
に
あ

る
ノ
ー
ト
を
ご
一
読
の
う
え
、
使
用
方
法

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
２
０
２
６

　　　　　　　　　　　　　　　　　
開
催
決
定

芸
術
祭
期
間
中
の
ア
ル
バ
イ
ト
ス
タ
ッ

フ
を
募
集
し
ま
す

年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｃ

ｒ
ｅ
ｗ
（
サ
ッ
ト
ク
ル
ー
）
募
集
中

【インスタグラム】
LINE オープンチャットLINE オープンチャット

「SAT Crew」「SAT Crew」

コードコード
「sattane」「sattane」
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InformationInformation
　
「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ

レ
ミ
ア
ム
」
と
「
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
と

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
」

が
、
全
国
で
３
種
類
同
時

発
売
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使

わ
れ
ま
す
。

◆
発
売
期
間

　
６
月
30
日
（
火
）
か
ら

　
７
月
31
日
（
金
）
ま
で

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
レ

ミ
ア
ム

○
１
等　
８
億
円
×
４
本

○
前
後
賞
各　

２
億
円
×

　
８
本

○
２
等　
１
億
円
×
８
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総

　

額
２
０
０
億
円
・
４
ユ

　
ニ
ッ
ト
の
場
合

※
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
プ
レ

ミ
ア
ム
は
、
１
枚
５
０
０

円◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

○
１
等　
５
億
円
×
20
本

○
前
後
賞
各　

１
億
円
×

　
40
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総

　

額
６
０
０
億
円
・
20
ユ

　
ニ
ッ
ト
の
場
合

◆
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

○
１
等  
３
千
万
円
×
60
本

○
前
後
賞
各　

１
千
万
円

　
×
１
２
０
本

※
当
せ
ん
本
数
は
発
売
総

　

額
１
８
０
億
円
・
６
ユ

　
ニ
ッ
ト
の
場
合

◆
抽
せ
ん
日

　
８
月
12
日
（
水
）

※
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
並
び
に

そ
の
他
の
宝
く
じ
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
の
ネ
ッ

ト
購
入
も
で
き
ま
す
。

◎
問
＝
県
市
町
村
振
興
協
会

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
１
０
０
１

　

令
和
８
年
度
膠
原
病
患

者
・
家
族
等
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
日
頃
の
悩
み
や

困
り
ご
と
、
膠
原
病
に
関
す

る
様
々
な
お
話
を
気
軽
に
お

し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
日
時

　
８
月
29
日(
土)
13
時
30

分
～
15
時
30
分
（
受
付
：
13

時
00
分
～) 

◆
会
場

　

 

熊
毛
支
庁
２
階
第
２
会

議
室

◆
対
象
者

　

 

膠
原
病
の
患
者
・
家
族
、

関
係
者
（
＊
指
定
難
病
受
給

者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
も

参
加
で
き
ま
す
）

◆
講
師

　

か
ご
し
ま
膠
原
病
の
会

「
青
空
の
会
」
代
表　
平
山

志
穂
氏

◆
申
込
期
限

　

 

８
月
17
日(

月)

締
切
り

◎
問
＝
県
西
之
表
保
健
所
疾

病
対
策
係

☎
０
９
９
７
（
２
２
）
０
０
１
８

　　
九
州
電
力
送
配
電
（
株
）

で
は
、
毎
年
８
月
の
「
電

気
使
用
安
全
月
間
」（
経
済

産
業
省
主
唱
）
に
合
わ
せ
、

感
電
事
故
防
止
の
た
め
の

呼
び
か
け
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

電
線
付
近
で
の
魚
釣
り

や
虫
と
り
は
大
変
危
険
な

た
め
十
分
注
意
を
し
て
く

だ
さ
い
。
切
れ
た
電
線
を

見
か
け
た
場
合
は
決
し
て

ふ
れ
ず
、
鉄
塔
や
変
電
所

な
ど
へ
近
づ
か
な
い
で
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
台
風
な
ど
の
災
害

時
に
備
え
、
停
電
情
報
を

お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
お
り
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ア
プ
リ
か
ら

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
問
＝
九
州
電
力
送
配
電
株

式
会
社
熊
毛
配
電
事
業
所

【
無
料
電
話
】
☎
０
８
０
０

（
７
７
７
）
９
４
５
２

『
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝

く
じ
』
な
ど
が
同
時
発

売
！

膠
原
病
患
者
・
家
族
等

交
流
会
の
開
催
に
つ
い

て(

お
知
ら
せ)

九
州
電
力
送
配
電（
株
）

か
ら
感
電
事
故
防
止
の

お
願
い
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身
近
な
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
や
、
親
切
を
し
て

く
れ
た
人
や
教
え
て
く
れ

た
人
へ
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
る
エ
ッ
セ
イ
を
募
集

し
ま
す
。

◆
募
集
テ
ー
マ

①
あ
の
と
き
は
あ
り
が
と
う

◆
募
集
対
象

　

高
校
生
以
上
（
高
校
生

と
同
じ
年
齢
の
者
を
含
む
）

◆
応
募
方
法

　
は
が
き
、
メ
ー
ル

◆
応
募
締
め
切
り

　
８
月
21
日
（
金
）
必
着

※
応
募
の
詳
細
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
「
小
さ
な
親
切
」
運

動
鹿
児
島
県
本
部
事
務
局

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
３
８
４
８

　
中
・
高
校
生
、
一
般
の
方

を
対
象
に
、
木
工
・
建
築
大

工
の
体
験
入
校
生
を
募
集
し

ま
す
。

◆
日
時

　
８
月
４
日
（
火
）

　
９
時
00
分
～
12
時
30
分
ま

で◆
申
込
期
限

　
７
月
22
日
（
水
）

◆
対
象
者

　
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般

（
概
ね
30
歳
ま
で
の
方
）

◆
募
集
人
員

　
先
着
30
人

◆
参
加
費

　
無
料
で
す
が
、
１
日
障
害

保
険
の
加
入
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

◆
そ
の
他

・
作
品
は
お
持
ち
帰
り
で
き

ま
す
。

・
作
業
の
で
き
る
服
装
で
、

上
履
き
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

・
引
率
の
教
職
員
、
保
護
者

の
方
も
見
学
で
き
ま
す
。

・
申
込
書
は
県
内
の
各
中

学
・
高
等
学
校
、
職
業
安
定

所
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
ま
す
。

・
入
力
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
中
学
生
、
高
校
生
の
方

は
担
任
の
先
生
を
通
し
て
申

し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

・
７
月
に
入
っ
て
か
ら
申
し

込
み
を
さ
れ
る
場
合
は
、
募

集
人
員
に
達
し
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
電
話
確
認
の
う
え
、
申
し

込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
鹿
児
島
県
立
宮
之
城

高
等
技
術
専
門
学
校

☎
０
９
９
６
（
５
３
）
０
２
０
７

県
立
宮
之
城
高
等
技
術

専
門
学
校
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
ご
案
内

第
42
回「
小
さ
な
親
切
」

は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

募
集
に
つ
い
て

鹿地本３兄弟
コウクン

自衛隊鹿児島地自衛隊鹿児島地
方協力本部種子方協力本部種子
島駐在員事務所島駐在員事務所
からのお知らせからのお知らせ
です。です。



宇宙のまち話題

　島間小学校は、平成 13 年 10 月 1 日から「交通安
全宣言の学校」として無事故記録を積み重ね、令和８
年 5 月 22 日（金）で 9000 日を迎え、そのことを
記念して集会を行いました。
　集会では児童代表が、日頃から登校を見守るボラン
ティアの皆さんへお礼と誓いの言葉を述べ、感謝状を
贈りました。学校と地域が一体となって積み重ねてき
た 9000 日を祝い、交通安全への意識を新たにする
機会となりました。

　５月 19 日（火）、町中央公民館第１会議室に
おいて、今年度第１回目の図書館劇場を開催し
ました。
　今回は、人形劇団クラルテによる「たまごま
ごまご」・「ぶたのたね」が上演され、幼児から
大人まで 100 人の方が来場しました。
　間近で鑑賞した参加者からは，「大人から子ど
もまで楽しい時間を過ごせた。」「音や声がとて
もおもしろかった。」などの感想が聞かれ，楽し
い時間を過ごしました。

南種子町図書館劇場開催！！南種子町図書館劇場開催！！
　5 月 21 日（木）かごしま有機生産組合のほ場に
おいて、有機安納いもの植え付け体験が行われまし
た。これは、有機農業に興味を持ってもらおうと町
有機農業推進協議会が毎年行っているもので、あお
ぞら保育園の園児達が「安納紅・安納こがね」の植
え付け体験を行いました。かごしま有機生産組合の
職員から植え付け方法を教わると、園児たちは「大
きく育ってね」と声をかけながら苗を一本、一本丁
寧に植え付けていました。
　植えられた安納いもは、10 月に収穫の予定です。

有機安納いも植え付け体験有機安納いも植え付け体験

　５月 24 日（日）、町健康公園芝生広場において、
町公民館婦人部・町地域女性団体連絡協議会合同ス
ポーツ大会が開催されました。
　この大会は、女性一人ひとりの健康の増進と体力
向上、親睦融和を目的に開催されており、今年はグ
ラウンドゴルフが行われ、24 チーム、約 130 人が
参加しました。途中、雨がぱらつくコンディション
でしたが、参加されたみなさんは、笑顔で和気あい
あいとプレーされていました。

町公民館婦人部・町地域女性団体連絡協町公民館婦人部・町地域女性団体連絡協議会議会
合同スポーツ大会合同スポーツ大会

交通安全無事故記録 9000 日達成記念交通安全無事故記録 9000 日達成記念
集集会会
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Photo News
Photo News

　6 月 6 日（土）に大宇都公民館で地域食堂「みんな
のわくわく食堂」がプレオープンしました。
　これはボランティアサロン「ちょいサポ隊（代表 古
市ゆかり）」が、多世代が気軽に集える居場所づくりを
目指して開設したもので、当日は大宇都集落役員の他、
子どもから高齢者まで地域の皆さんが招かれ、用意さ
れた食事を囲みながら楽しいひと時を過ごしました。
　「わくわく食堂」は今後も定期的な開催を予定してお
り、地域の交流の輪がさらに広がることが期待されま
す。

地域食堂「みんなのわくわく食堂」プレオープン地域食堂「みんなのわくわく食堂」プレオープン

　5 月 30 日（土）に中種子特別支援学校の第 51 回
運動会が、「仲間と力を合わせともに頑張る大運動会
～最高の笑顔で楽しもう～」をスローガンに種子島中
央体育館で開催されました。
　運動会は応援団によるエール交換から始まり、各学
部の息の合ったダンスや工夫を凝らした個人種目など
が行なわれ、児童・生徒による熱い戦いが繰り広げら
れました。卒業生やＰＴＡの皆さんも参加した玉入れ
競技もあり、会場全体で盛り上がり楽しんだ運動会と
なりました。

中種子特別支援学校第 51 回運動会中種子特別支援学校第 51 回運動会

　６月 9 日（火）種子島酪農女性部の皆さん
が、毎年６月第３日曜日の父の日を前に「父の
日のち

● ●
ち」と「牛乳のち

● ●
ち」を掛けた『父の日

に牛
ち ち

乳を贈ろう！』をスローガンに、牛乳の消
費拡大キャンぺーンのため来庁されました。
　「私たち酪農家が地元で一生懸命生産した、
安心で安全な牛乳をたくさんのみなさんに飲ん
でいただき、健康に欠かせない食品であること
をアピールしていきたいです。」とあいさつさ
れました。

「父の日に「父の日に牛牛
ち ちち ち

乳乳を贈ろう！」キャンペーンを贈ろう！」キャンペーン

　５月２９日（土）、中種子養護学校の運動会が行
われ、短距離走やダンスなど、体育の学習で取り
組んでいることが発表されました。新型コロナウ
イルス感染症の影響で２年ぶりに開催された運動
会は、規模を縮小し、午前中のみの開催でしたが、
子どもたちは、元気いっぱい頑張っていました。
中種子養護学校は、島内に１校の県立の特別支援
学校で、南種子町からも、小学部１名、中学部３
名、高等部３名の児童・生徒が通い学んでいます。

第４６回中種子養護学校大運動会第４６回中種子養護学校大運動会
　５月 28 日（木）健康公園芝生広場において、
町老連グラウンドゴルフ大会が開催され、23
チーム 119 人が参加しスコアを競い合いました。
　会員の皆さんは、メンバー同士お互いに声を掛
け合いながらボールを打ち、日頃の練習の成果を
存分に発揮されていました。プレーの合間には参
加者同士が会話を楽しみ、交流を深める様子も見
られ、親睦を深める貴重な機会となりました。結
果は、仲西 A チームが優勝されました。

町老連グラウンドゴルフ大会開催町老連グラウンドゴルフ大会開催
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５
月
９
日
（
土
）
に
保
護
者
・
老
盛
会
の

方
を
お
招
き
し
て
、「
１
年
生
を
迎
え
る
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
１
年
生
の
自
己
紹
介
で

は
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
元
気
な
声
で
自
分

の
名
前
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
在
校
生
み
ん
な
が
書
い
た
入
学
を
祝

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
も
ら
い
ま
し
た
。

嬉
し
そ
う
に
受
け
取
る
姿
が
と
て
も
可
愛

か
っ
た
で
す
。
そ
の
後
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、「
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
」
や
「
動
物
園

に
行
こ
う
」
を
参
加
者
全
員
で
楽
し
み
ま
し

た
。「
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
」
で
は
、
大
人
も
子

ど
も
も
真
剣
勝
負
。「
勝
っ
た
あ
！
」「
負
け

た
あ
！
」
の
声
が
体
育
館
中
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。

花峰花峰小学校小学校

　

５
月
30
日
（
土
）、
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
ふ
れ
あ
い
活

動
の
一
環
と
し
て
前
之
浜
海
浜
公
園
の
海
岸
清
掃

を
行
い
ま
し
た
。
児
童
、保
護
者
、職
員
が
参
加
し
、

地
域
の
海
岸
の
環
境
美
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
海
岸
に
落
ち
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
や
空
き
び
ん
な
ど
を
一
つ
一
つ
拾
い
集
め
、
協

力
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

ご
み
が
集
ま
り
、
環
境
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
と

郷
土
愛
を
培
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
大
切
に

す
る
心
や
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
御
協
力
い
た
だ
い
た
保
護
者
や
地
域
の

皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
６
年
生
34
人
が
６
月
７
日
～
９
日
（
２
泊
３
日
）

の
日
程
で
、
鹿
児
島
・
熊
本
に
修
学
旅
行
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
１
日
目
に
は
、
戦
時
中
の
疎
開
が

縁
で
姉
妹
校
盟
約
を
結
ん
で
い
る
姶
良
市
立
蒲
生

小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。
蒲
生
小
学
校
に
は
温

か
く
迎
え
て
も
ら
い
、
児
童
は
感
謝
の
心
を
伝

え
、
終
始
意
義
あ
る
交
流
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
２
日
目
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
・
八
千
代
座

で
、
３
日
目
は
鹿
児
島
市
内
の
自
主
研
修
を
通
し

て
、
普
段
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験
を
た
く
さ
ん

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

中平中平小学校小学校
学
び
と
絆
が
深
ま
っ
た
修
学
旅
行

親
子
で
取
り
組
ん
だ
海
岸
清
掃
活
動

１
年
生
を
迎
え
る
会

西野西野小学校小学校
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５
月
27
日(

水)

～
29
日(

金)

、
中
学
２
年
生
が
職
場
体
験

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
病
院
、幼
稚
園
、飲
食
店
や
町
役
場
な
ど
、

町
内
の
14
事
業
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

学
校
を
離
れ
て
社
会
で
働
く
方
々
と
直
に
接
す
る
活
動
を
通

し
て
、挨
拶
の
重
要
性
や
笑
顔
で
の
応
対
な
ど「
接
遇
の
大
切
さ
」

な
ど
を
体
感
し
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
働
く
こ
と

の
意
義
や
意
味
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
３
日
間
で
し
た
。

  

御
多
用
な
中
、
体
験
活
動
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
町
内
の

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
所
の
方
々
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南種子南種子中学校中学校

町
内
で
職
場
体
験
学
習

　　

５
月
29
日
（
金
）、
春
の
校
外
体
験

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
南
種
子
分
遣
所

様
・
天
空
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
様(

１・
２

年
生)

、
南
種
子
交
番
様
・
Ａ
コ
ー
プ

南
種
子
店
様
（
３・
４
年
生
）、
町
役

場
（
１
～
４
年
）
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　

お
店
で
は
決
め
ら
れ
た
金
額
で
お
菓
子

の
お
買
い
物
を
し
た
り
、
分
遣
所
・
交

番
で
は
消
防
車
や
パ
ト
カ
ー
、
装
備
品

を
見
た
り
さ
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
お
客
様
に
商
品
を
買
っ
て

も
ら
う
た
め
の
工
夫
や
、
町
民
の
安
全

な
く
ら
し
を
守
る
た
め
の
警
察
官
・
消

防
隊
員
の
備
え
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　

町
役
場
で
は
各
課
の
案
内
及
び
仕
事
内
容

の
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
児
童
の
率

直
な
質
問
に
丁
寧
に
回
答
し
て
頂
い
た
り
し

ま
し
た
。
町
民
の
く
ら
し
の
サ
ー
ビ
ス
維
持・

向
上
の
た
め
、
役
場
の
皆
様
が
働
い
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
こ
と
を
学
習
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

だ
い
す
き
！
南
種
子
町

長谷長谷小学校小学校
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Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
ロ
ケ
ッ
ト
と
宇
宙
機
が

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
ロ
ケ
ッ
ト
と
宇
宙
機
が

「
航
空
宇
宙
技
術
遺
産
」
に
認
定
さ
れ

「
航
空
宇
宙
技
術
遺
産
」
に
認
定
さ
れ

ま
し
た

ま
し
た

　
日
本
の
航
空
宇
宙
技
術
発
展
史
を
形

作
る
画
期
的
な
製
品
お
よ
び
技
術
を
表

彰
す
る
「
航
空
宇
宙
技
術
遺
産
」（
日

本
航
空
宇
宙
学
会
が
認
定
）
に
、「
Ｈ

‐
Ⅱ
Ａ/

Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
」「
こ

う
の
と
り
」「
り
ゅ
う
せ
い
」「
き
く
２

号
」
が
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ/

Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト

は
、
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
打
上
げ
成

功
率
と
世
界
一
の
オ
ン
タ
イ
ム
打
上
げ

率
を
誇
り
、
品
質
・
信
頼
性
・
運
用
性

の
高
い
大
型
主
力
ロ
ケ
ッ
ト
で
し
た
。

日
本
で
最
多
の
全
59
機
、
か
つ
約
25
年

に
わ
た
る
最
長
の
運
用
を
行
い
、
宇
宙

開
発
利
用
に
お
け
る
多
岐
に
わ
た
る
分

野
の
課
題
解
決
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に

大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
そ
の
開
発
と

運
用
で
確
立
し
た
技
術
は
、
後
継
機
の

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
で
さ
ら
な
る
改
良
が
な

さ
れ
、
日
本
の
基
幹
ロ
ケ
ッ
ト
技
術
の

中
核
を
な
し
て
お
り
、
今
後
の
国
際
市

場
拡
大
に
向
け
て
画
期
的
な
扉
を
開
き

ま
し
た
。

　

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機

「
こ
う
の
と
り
」（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
）
は
、
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
へ
の

定
期
補
給
を
目
的
と
し
て
開
発
さ
れ
、

２
０
０
９
年
の
初
号
機
以
降
、
全
９
機

が
連
続
し
て
成
功
裏
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

完
遂
し
ま
し
た
。
世
界
で
初
め
て
実

用
レ
ベ
ル
の
無
人
自
動
ラ
ン
デ
ブ
お
よ

び
バ
ー
ジ
ン
グ
方
式
に
よ
る
接
続
・
係

留
を
実
現
し
た
画
期
的
な
宇
宙
輸
送
機

で
、
そ
の
優
れ
た
バ
ー
ジ
ン
グ
方
式
は
、

国
際
的
な
標
準
方
式
と
な
り
ま
し
た
。

「
こ
う
の
と
り
」
の
成
果
は
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ

の
大
き
な
貢
献
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本

の
航
空
宇
宙
技
術
の
評
価
を
高
め
る
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

軌
道
再
突
入
実
験
「
り
ゅ
う
せ
い
」

（
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｘ
）
は
、
Ｈ
‐
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト

試
験
機
１
号
機
に
よ
っ
て
打
上
げ
ら

れ
、
日
本
で
初
め
て
地
球
周
回
軌
道
か

ら
大
気
圏
再
突
入
を
行
い
ま
し
た
。
日

本
に
お
け
る
再
突
入
技
術
の
先
駆
け
で

あ
り
、
再
突
入
飛
行
環
境
下
に
お
い
て

地
上
で
は
取
得
困
難
な
数
々
の
貴
重
な

デ
ー
タ
を
取
得
し
ま
し
た
。
日
本
と
し

て
初
め
て
カ
ー
ボ
ン
や
セ
ラ
ミ
ッ
ク
タ

イ
ル
な
ど
熱
防
護
材
の
技
術
の
実
証
も

果
た
し
ま
し
た
。

　

技
術
試
験
衛
星
２
型
「
き
く
２
号
」

は
、
Ｎ
‐
Ｉ
ロ
ケ
ッ
ト
３
号
機
に
よ
っ

て
打
ち
上
げ
ら
れ
、
日
本
で
初
め
て
静

止
軌
道
へ
の
投
入
お
よ
び
長
期
安
定
運

用
に
成
功
し
た
記
念
す
べ
き
衛
星
で

す
。「
き
く
２
号
」
の
成
果
は
、
そ
の

後
の
気
象
・
通
信
・
放
送
分
野
に
お
け

る
国
産
静
止
衛
星
の
開
発
・
運
用
の
礎

と
な
り
、
日

本
が
静
止
軌

道
上
の
衛
星

を
自
律
的
に

運
用
す
る
た

め
の
技
術
基

盤
を
築
き
ま

し
た
。

企
画
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

企
画
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

  　
「
宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
７
月
19

日
（
日
）
に
夏
の
企
画
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
天
体
」
で
す
。

星
に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
星
座
フ
ァ
イ

ル
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
以

上
が
対
象
で
す
が
ど
な
た
で
も
参
加
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方

は
宇
宙
科
学
技
術
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。（
日
時
は
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ
失
敗

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
８
号
機
の
打
上
げ
失
敗

に
関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

に
関
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

　
対
応
状
況
に
つ
い
て

ま
と
め
た
ペ
ー
ジ
は
こ

ち
ら
か
ら
ご
確
認
い
た

だ
け
ま
す
。

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
（

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
（
3030
形
態
試
験

形
態
試
験

機
）
の
打
上
げ
に
つ
い
て

機
）
の
打
上
げ
に
つ
い
て

　　

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
（

Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
６
号
機
（
3030
形
態
試

形
態
試

験
機
）
の
特
設
サ
イ
ト

験
機
）
の
特
設
サ
イ
ト

は
こ
ち
ら
か
ら
ご
確
認

は
こ
ち
ら
か
ら
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

い
た
だ
け
ま
す
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 5 月 29 日現在）

授与式で認定証を受け取るきく２号関係者　授与式で認定証を受け取るきく２号関係者　
　©：日本航空宇宙学会　©：日本航空宇宙学会
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Ｃ
Ｔ
検
査
に
つ
い
て

Ｃ
Ｔ
検
査
に
つ
い
て

　
　

公
立
種
子
島
病
院

　
　
診
療
放
射
線
技
師　
　
井
上　
史
央
里

　
Ｃ
Ｔ
検
査
と
は
、
Ｘ
線
を
使
っ
て
身
体
の

断
面
を
撮
影
す
る
検
査
で
す
。
一
般
的
な
レ

ン
ト
ゲ
ン
検
査
が
１
枚
の
平
面
像
で
あ
る
の

に
対
し
、
Ｃ
Ｔ
で
は
身
体
を
さ
ま
ざ
ま
な
方

向
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
体
の
中
の
状
態

を
よ
り
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
検
査
は
、
寝
台
に
横
に
な
っ
た
ま
ま
大
き

な
ド
ー
ナ
ツ
状
の
機
械
の
中
を
通
る
だ
け

で
、
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
検
査
時
間
は
数

分
程
度
で
す
。
撮
影
中
は
体
が
動
く
と
画
像

が
ぶ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
撮
影
す
る
部
位
に

よ
っ
て
は
息
止
め
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
胸
や
お
腹
、
頭
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
部
位
の

検
査
に
用
い
ら
れ
、
肺
炎
や
骨
折
、
尿
路
結

石
な
ど
多
く
の
病
気
の
診
断
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。
検
査
内
容
に
よ
っ
て
は
「
造
影
剤
」

と
い
う
薬
を
使
用
し
ま
す
。
造
影
剤
は
血
管

や
臓
器
を
見
や
す
く
し
、
病
気
の
有
無
や
広

が
り
な
ど
を
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
主
に
腕
の
静
脈
か
ら
注
射
で
投
与
し
、

検
査
後
は
ほ
と
ん
ど
が
尿
と
し
て
体
の
外
へ

自
然
に
排
出
さ
れ
ま
す
。
ま
れ
に
体
調
に
変

化
が
出
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
事
前
に
問
診

を
行
い
、
安
全
を
確
認
し
た
う
え
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｔ
検
査
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
よ
り
放
射

線
量
は
や
や
多
く
な
り
ま
す
が
、
被
ば
く
を

必
要
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
管
理
し
な
が
ら

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
医
師
が
必
要
と

判
断
し
た
と
き
だ
け
行
う
検
査
な
の
で
、
心

配
し
す
ぎ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

妊
娠
中
ま
た
は
可
能
性
が
あ
る
方
は
、
検
査

前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
気
に
な
る
こ
と
や
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
医
師
や
放
射
線
技
師
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【7月の診療体制】受付時間：（午前診療）8時～ 11 時・（午後診療）8時 30 分～ 16 時
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時 
 

内科
藤田
荒井
三宅

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

特別診療科

  眼科（鹿大医師派遣）：6 日・7 日、27 日・28 日の月曜日、火曜日
  耳鼻咽喉科（鹿大医師派遣）：2 日、9 日、16 日、23 日、30 日（毎週木曜日）
  消化器内科（福岡徳洲会医師）：10 日、24 日 の金曜日※内視鏡検査予定
  整形外科（鹿大医師派遣）：14 日、28 日（火曜日）（午前：外来診療）
  小児外科（鹿大医師派遣）：3 日、17 日、31 日の金曜日
  物忘れストレスケア外来（濱田医師）：15 日（水曜日）
  リウマチ科：2 日（木曜日）中島医師、16 日（木曜日）市來医師

14 時～
　１７時

内科
藤田
荒井
三宅

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

特別診療科 午前と同様

【徳洲会グループの応援体制について】
 〇 徳洲会関西ブロック医師：入院病棟管理対応など。 

※火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず電話でのお問い合わせをお願いします。
※ 7/5（日曜日）は当番医。休日は当番医の受診をお願いします。
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広広  

田田  

遺遺  

跡跡  

ミミ  

ュュ  

ーー  

ジジ  

アア  

ムム  

だだ  

よよ  

り　り　
☎
㉔
４
８
１
１

南
種
子
の
く
ら
し
の

                 

記
憶
を
た
ず
ね
て

　
こ
の
度
、４
月
に
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
・
郷
土
館
の
学
芸
員
に
着
任

し
ま
し
た
小
村
恋
晴
（
こ
む
ら
こ
は

る
）
で
す
。
学
芸
員
は
、
暮
ら
し
の

中
で
育
ま
れ
て
き
た
文
化
を
見
つ
め
、

そ
の
背
景
に
あ
る
歴
史
や
記
憶
を
記

録
し
、
未
来
へ
繋
ぐ
仕
事
で
す
。
す

で
に
町
の
方
々
に
話
を
伺
う
中
で
、

何
気
な
い
日
常
に
、
か
け
が
い
の
な

い
文
化
が
息
づ
い
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
失
わ
れ
れ
ば
二
度

と
取
り
戻
せ
な
い
「
く
ら
し
の
記
憶
」

を
見
つ
め
、
本
コ
ー
ナ
ー
を
通
し
て

皆
さ
ま
と
南
種
子
の
魅
力
を
掘
り
起

こ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
海
沿
い
に
不
思
議
な
石
が
立
っ
て

い
る
」
― 

学
芸
員
と
し
て
働
き
始
め

て
数
日
後
、
町
の
方
に
そ
う
教
え
ら

れ
、
訪
ね
た
先
に
「
浜
エ
ビ
ス
」
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
南
種
子
に
は

少
な
く
と
も
22
か
所
の
エ
ビ
ス
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で
大
切
に

受
け
継
が
れ
て
き
た
一
方
で
、
存
在

を
知
ら
な
い
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
エ
ビ
ス
は
、
海
と
と
も
に
生
き

て
き
た
南
種
子
の
歴
史
を
伝
え
る
大

切
な
宝
で
す
。
宝
を
未
来
へ
残
す
た

め
、「
こ
こ
に
も
あ
る
」「
昔
こ
ん
な

祭
り
が
あ
っ
た
」
な
ど
、
エ
ビ
ス
に

ま
つ
わ
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
社

会
教
育
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
学
芸
員 

小
村
／
國
學
院
大
學
卒
） 　

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
が
始
ま
り
ま

し
た

　
５
月
16
日
か
ら
今
年
度
の
介
護
職

員
初
任
者
研
修
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
本
研
修
で
は
、
介
護
に
関
す
る
基

礎
的
な
知
識
や
技
術
に
加
え
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
介
護
の

現
場
で
必
要
と
な
る
内
容
を
幅
広
く

学
び
、
８
名
の
受
講
生
の
皆
さ
ん
が

実
践
的
な
力
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ

う(

有)

西
日
本
ヘ
ル
パ
ー
養
成
事
業

の
講
師
の
方
に
研
修
を
進
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。
近
年
、
地
域
で
は
高
齢
化
が

進
み
介
護
や
支
え
合
い
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
本
研
修
が
介
護
分
野

の
第
一
歩
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
福
祉
へ
の
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

福
祉
用
具
貸
与(

保
険
外)

の
有
償

化
に
つ
い
て

　
当
事
業
所
で
は
、
特
殊
寝
台
や
車
い

す
な
ど
の
福
祉
用
具
貸
与(

保
険
外)

の
無
料
貸
し
出
し
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
５
月
１
日
よ
り
有
償
化
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
金

額
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月

１
日
発
行
の
社
協
だ
よ
り
に
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
そ
の
ほ
か
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て

は
、
当
事
業
所
の
方
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

大川のエビス 上立石のエビス
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７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

７
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
は
、

原
則
と
し
て
毎
年
度
申
請
す
る

必
要
が
あ
り
、
一
般
免
除
に
つ

い
て
は
、
例
年
７
月
１
日
か
ら

受
付
開
始
と
な
り
ま
す
。
未
納

の
ま
ま
に
す
る
と
、

①
年
金
受
給
権
を
得
る
た
め
の

要
件
（
年
金
加
入
期
間
）
に
算

入
さ
れ
ず
期
間
不
足
と
な
り
、

将
来
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
る
。

②
被
保
険
者
で
あ
る
期
間
中
に
、

ケ
ガ
や
病
気
に
よ
る
障
害
や
死

亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発

生
し
た
場
合
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
。

な
ど
の
不
利
益
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

と
に
か
く
、
相
談
す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

年
金
相
談
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

年
金
相
談
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
に
よ
る

年
金
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
年
金
請
求
に
か
か
る
各
種
申
請

手
続
き
や
、
こ
れ
ま
で
の
加
入
記

録
の
確
認
お
よ
び
修
正
、
将
来
の

受
給
見
込
額
の
試
算
な
ど
、
年
金

に
関
係
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
何

で
も
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

　
な
お
、
年
金
相
談
へ
の
参
加
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
役
場
町
民
福
祉
課
福
祉
年
金

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時　
８
月
５
日
（
水
）

■ 

時
間　
午
前
１１
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
５
時

■ 

場
所　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー

　

 　
　
　
２
階　
大
会
議
室

■ 

準
備
す
る
も
の

　

年
金
手
帳
か
証
書
・
印
鑑
・
こ

　
れ
ま
で
に
届
い
た
通
知
書
・
本

　
人
確
認
の
た
め
の
免
許
証
な
ど

年
金
だ

役
場
町
民
福
祉
課　

福
祉
年
金
係　

☎

役
場
町
民
福
祉
課　

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
８
３
）

１
１
１
１
（
１
８
３
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～　
☎
㉖
６
６
９
０

◆
場　

所　
中
央
公
民
館
第
一
会
議
室

◆
入
場
料　
無
料

◆
日　

時　

７
月
４
日
（
土
）

【
第
１
部
】　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　
「
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
お
は
な
し
の
時
間

ス
ペ
シ
ャ
ル
」

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
作
家
松
家
ま
き
こ
先

生
に
よ
る
、
親
子
で
楽
し
め
る
お
は
な
し

会
で
す
。
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
、
ふ
れ
あ

い
タ
オ
ル
遊
び
で
、
心
繋
が
る
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
♪

※
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
１
枚
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

（
親
子
で
参
加
の
場
合
は
、
子
ど
も
の
人

数
分
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

【
第
２
部
】　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

　
「
プ
ロ
に
学
ぼ
う
！
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

研
修
会
」

　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
知
り
た
い
！
作
っ

て
み
た
い
！
演
じ
て
み
た
い
！
と
い
う
方

向
け
の
研
修
会
で
す
。

　
松
家
ま
き
こ
先
生
が
、
楽
し
く
教
え
て

く
れ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※
え
ん
ぴ
つ
、
は
さ
み
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

第
１
部
、
２
部
、
ど
ち
ら
の
参
加
も
予
約

不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

★
南
種
子
町
お
は
な
し
子
ど
も
会

★
南
種
子
町
お
は
な
し
子
ど
も
会

　
「
南
種
子
町
町
制
施
行

　
「
南
種
子
町
町
制
施
行
7070
周
年
周
年

記
念
特
別
企
画
」
の
お
知
ら
せ

記
念
特
別
企
画
」
の
お
知
ら
せ　

25　広報みなみたね　2026 年 7 月号
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わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

山
やまぐち

口　笑
え む う

歌ちゃん
令和 4 年 7 月 21 日生まれ
太一さん・智美さんの女の子（平山）

やんちゃでおちゃめな末っ子ちゃん。ふざける
のが大好きで、いつも皆んなを笑わせてくれま
す。
自由にのびのび大きくなぁれ！

ご家族からひとこと

古
ふるいち

市　菜
な な か

々花ちゃん
令和 4 年 7 月 23 日生まれ
雄一郎さん・玲奈さんの女の子（上中）

カメラを向けるとポーズを取り、音楽が聴こえ
ると踊り出す天真爛漫な菜々花。最近は弟の面
倒を見てくれたり、自分からお手伝いをしてく
れて助かるよ！これからもニコニコ笑顔で家族
のムードメーカーよろしくね♪

～
南
種
子
町 

町
制
施
行

　
　
　
　
　
　
　

70
周
年
記
念
～

　

令
和
８
年
度
は
、
南
種
子
町
の

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
ま
す

　

か
つ
て
の
南
種
子
で
は
、

八
十
八
夜
が
近
づ
く
頃
に
な
る

と
、
夜
明
け
前
の
三
時
か
ら
浦
の

集
落
が
動
き
始
め
て
い
ま
し
た
。

ヤ
ク
ブ
ン
と
呼
ば
れ
た
人
た
ち

が
、
一
軒
一
軒
浦
人
の
家
を
起
こ

し
て
歩
き
、
飛
魚
の
群
れ
が
沖
を

渡
る
季
節
の
到
来
を
告
げ
て
い
た

の
で
す
。
浜
で
は
丸
木
舟
が
出
漁

の
準
備
を
整
え
て
い
ま
し
た
。

　
出
漁
を
仕
切
る
ベ
ン
ザ
シ
、
網

を
管
理
す
る
ア
ミ
ミ
マ
ア
、
魚
群

を
見
張
る
ム
ラ
ギ
ミ
―
―
浦
に
は

そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
持
つ
者
が
い
ま

し
た
。
捕
れ
た
魚
は
、
役
職
ご
と

に
細
か
く
配
分
さ
れ
、
七
十
歳
以

上
の
老
人
に
も
分
け
前
が
届
き
ま

し
た
。
海
の
恵
み
は
、
浦
全
体
で

分
か
ち
合
う
も
の
だ
っ
た
の
で

す
。
浦
の
人
々
は
ま
た
、
エ
ビ
ス

を
守
り
神
と
し
て
祀
り
、
豊
漁
と

安
全
を
祈
り
続
け
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
浦
の
営
み
は
、
は
る

か
昔
か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、

今
に
残
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
戦

後
に
は
漁
民
の
生
活
基
盤
を
整
え

る
た
め
、
各
地
に
漁
業
協
同
組
合

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は

町
制
施
行
に
伴
い
、
南
種
子
町
漁

業
協
同
組
合
と
し
て
新
た
な
歩
み

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
漁
業

の
近
代
化
が
進
み
、
昔
な
が
ら
の

丸
木
舟
は
次
第
に
姿
を
消
し
て
い

き
ま
し
た
。
町
内
最
後
の
一
艘
は

平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
ま
で
使

わ
れ
て
い
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま

す
。

浦
に
生
き
る
南
種
子

平成８年まで使われていた最後の丸木舟平成８年まで使われていた最後の丸木舟

島間での定置漁の網起こし風景（昭和 46 年）島間での定置漁の網起こし風景（昭和 46 年）



27　広報みなみたね　2026 年 7 月号

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

外
園　
三
男
（
母
：
イ
ヨ
）

安
藤　
幸
治
（
母
・
隣
子
）

川
元　
信
子
（
夫
・
清
安
）

山
中　
強
（
母
・
藤
江
）

宮
園　
ル
リ
子
（
夫
・
益
男
）

德
永　
実
勝
（
母
・
セ
ツ
子
）

大
脇　
み
さ
え
（
妹
・
ま
ゆ
み
）

古
市　
光
枝
（
夫
・
幸
太
郎
）

髙
田　
カ
オ
ル
（
夫
・
忠
義
）

（　）は前月比

人の動き　5月31日現在
総人口（ 人 ） 5,065（＋ 4）

男（ 人 ） 2,566（＋ 7）
女（ 人 ） 2,499（－ 3）

世帯数（ 戸 ） 2,854（－ 1）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

5 月 1 件 21 件
累 計 7 件 119 件

※累計は令和 8 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

1 水 浜田海水浴場海開き（8/31まで） 18 土 青少年育成の日

4 土 県民スポーツ大会熊毛地区大会
（サーフィン・バドミントン）

サーフィン 　9：30～　竹崎海岸
バドミントン　12：00～　安房体育館 19 日 家庭の日

5 日 マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係 27 月 赤米子ども交流（～29日） 岡山県総社市

14 火 県民の日

17 金 河内温泉センター無料開放 河内温泉センター（温泉入浴・
プール・家族湯）

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　6月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 1（－ 1） 1（± 0） 0（－ 1）
中種子町 1（± 0） 0（± 0） 3（＋ 2）
西之表市 1（－ 2） 0（－ 1） 1（－ 1）

計 3（－ 3） 1（－ 1） 4（± 0）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
5
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
5
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝日在宅当番医

日 在宅当番医 所在地 電　話

5 公立種子島病院 南種子町 26-1230

12 種子島医療センター 西之表市 0570-09-0960

19 田上診療所 中種子町 27-0325

20 種子島医療センター 西之表市 0570-09-0960

26 種子島医療センター 西之表市 0570-09-0960

7 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

河
東　
時
徹　
　
　
90　
　
　
島
間

川
元　
清
安　
　
　
85　
　
　
上
中

髙
田　
忠
義　
　
　
97　
　
　
西
之

山
中　
藤
江　
　
　
91　
　
　
上
中

宮
園　
益
男　
　
　
91　
　
　
上
中

砂
川　
サ
ツ
キ　
　

100　
　
　
長
谷

德
永　
セ
ツ
子　
　
92　
　
　
西
之

大
脇　
ま
ゆ
み　
　
67　
　
　
西
之

古
市　
幸
太
郎　
　
64　
　
　
長
谷

西
村　
信
義　
　
　
85　
　
　
長
谷

向
井　
耕
作　
　
　
93　
　
　
平
山

■日曜営業スタンド当番店

日 当番店

5 （有）永松産業　南種子給油所

12 （株）GROBAL　THINK  南種子給油センター

19 種子島石油（株）　南種子給油所

26 （有）船川石油店　南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

７
月
31
日
（
金
）
は

国
民
健
康
保
険
税

第
２
期
の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
！

（
氏
名
） 　
　

  　

  （
保
護
者
） 　

   　

   （
地
区
）

田た
な
か中　
宇そ
ら　

   （
守
・
風
乃
）　　
上
中

島し
ま
も
と元　
湊み
な
と叶　
（
洋
平
・
紘
子
）　
上
中

う
ぶ
ご
え



発
行

／
南

種
子

町
役

場
　

　
　

　
編

集
／

企
画

課
 情

報
政

策
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
0997-26-1111（

代
）　

E-m
ail／

hope@
tow

n.m
inam

itane.lg.jp
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
／

http://w
w

w
.tow

n.m
inam

itane.kagoshim
a.jp/
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広報紙に掲載する有料広告を募集しています。詳しくは役場企画課情報政策係まで。☎ ㉖１１１１

　5 月 31 日（日）名古屋市において令和８年度中部南種子会
総会が約 50 人の参加のもと盛大に開催されました。
　中峰強会長のあいさつの後、小園裕康町長や塩釜俊朗議長によ
る来賓祝辞があり、その後懇親会が行われました。会場では、同
郷の仲間との会話も弾み、地元を懐かしむ声が聞かれる和やかな
会となりました。最後は全員で「ふるさと」を合唱し閉会しまし
た。

中部南種子会総会が開催されました中部南種子会総会が開催されました

広報みなみたねに
有料広告を

掲載しませんか？
■広告月額
　１枠　10,000 円
■掲載場所
　広報紙裏表紙の
　カラーページ
■掲載サイズ
　縦 12.5cm ×横 5.5cm
※このお知らせの枠が１枠
　の実寸になります。
■申込締め切り
　掲載号の前月５日まで

　詳しくは、役場企画課情報
政策係までお問い合わせくだ
さい。
■問い合わせ先
　役場企画課　情報政策係
　☎㉖１１１１（内線１７２）
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